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１  シティプロモーション取組の背景 

全国的な人口減少を背景として本市においても少子高齢化の進展などによる

人口減少が続いており、国勢調査によると平成 2 年から平成 22 年の 20 年間で

98,231 人から 83,969 人と約 15％減少しています。同様に年少人口（0～14 歳）

は 20,010 人から 10,530 人に、生産年齢人口（15～64 歳）も 61,084 人から 49,569

人にそれぞれ減少しています。 

一方、高齢人口（65 歳以上）は 17,136 人から 23,762 人に増加しており、平

成 22年時点で総人口に占める 65歳以上の割合は 28.3％と平成 2年の 17.4％か

ら 10.9 ポイント上昇し、高齢化が確実に進行している状況です。 

また、自然動態（出生・死亡数の推移）をみると、死亡数が出生数を上回る

自然減の状況が続いており、平成 22 年では出生数 621 人に対し、死亡数は 1,194

人と 573 人の自然減となっております。 

なお、同様に平成 22 年では、社会動態（転入・転出数の推移）においても転

出超過の状況が続いており、転入数が 1,542 人に対し、転出数は 1,850 人と 308

人の転出超過となっております。 

 このような状況を踏まえ、本市が将来にわたり活力のあるまちを持続してい

くためには、人口の流出を防ぐとともに、観光客等の交流人口の拡大や、若者

や子育て世代が増加するための取組が必要となっています。 

このことから、「第二次登米市総合計画」の将来像である「あふれる笑顔 豊

かな自然 住みたいまち とめ」の実現に向け、「登米市シティプロモーション基

本方針」を策定し、本市の持続的な発展を目指すものです。 

２ 基本方針の位置づけと計画期間 

 

（１）基本方針の位置づけ 

登米市シティプロモーション基本方針は、本市の魅力を市内外に効果的に情

報発信する方向性を定め、第二次登米市総合計画の将来像の実現に寄与するも

のです。 

なお、第二次登米市総合計画との整合性を図り、同実施計画をアクションプラ 

ンとして推進します。 

 

（２）計画期間 

  計画期間は、平成28年度から平成37年度までの10年間とします。 
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第１章 シティプロモーションの取組にあたって 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あふれる笑顔 豊かな自然 住みたいまち とめ 

   

１ 生きる力と創造力を養い 

自ら学び人が「そだつ」まちづくり 

２ 安全安心な暮らしが支える 

笑顔で健康に「いきる」まちづくり 

３ 地域資源を活かし魅力ある 

元気な産業を「つくる」まちづくり 

４ 自然と生活環境が調和し 

人が快適に「くらす」まちづくり 

５ 市民と行政が「ともに」創る 

協働によるまちづくり 

 

      第二次登米市総合計画 

   （平成 28 年度から平成 37 年度） 

○政策の大綱 

『シティプロモーション基本方針』 

『移住・定住促進基本方針』 

Ⅰ 子育て応援の取組により、出生者数を 10 年間で

6,000 人以上にします 

Ⅱ 健康長寿の取組により、平均寿命を 10 年後までに県 

内平均以上にします 

Ⅲ 企業誘致と起業・創業既存企業支援等の産業振興の 

取組により10年間で400人以上の雇用を創出しま 

す 

Ⅳ 移住定住を支援する取組により、10 年間で 1,000 人 

以上の移住・定住者を創出します 

Ⅴ 市の魅力向上への総合的な取組により、交流人口等 

を 10 年間後までに年間 310 万人以上にします 

 

○重点戦略 

将来像 

図１：基本方針の位置づけ 
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３ 目的と期待される効果 

 

（１）シティプロモーションの目的 

本市には、食、自然、文化や歴史など、まちを売り込むための素材が豊富に

存在していることから、これらの地域資源を活かしながら、本市の魅力を高め、

戦略的かつ効果的に市内外へ情報発信し、「みんなに選ばれるまち」になるこ

とを目的とします。 

 

図２ ： シティプロモーションの取組イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シティプロモーションの取組 

みんなに選ばれるまち 

 

登米市シティプロモーション基本方針 

      地域の魅力を市内外に情報発信 

◇定住 ◇交流人口の拡大 ◇移住 

市 外 市 内 

登米市ファン 

の増加 

市内外へ情報発信 

 愛着がわく、誇りをもつ 

◇登米市に住んで良かった 

◇登米市に住み続けたい 

◇登米市で事業を続けたい 

 

関心を持つ、あこがれる 

◇登米市のことを知りたい 

◇登米市に行きたい 

◇登米市に住みたい 
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•自分達が住んでいる地域への愛着や誇りが増し、本市の魅力や
地域資源の再認識等につながり、地域活動の活性化につながり
ます。 

☆市民への効果 

•知名度・認知度が向上し選ばれるまちとなり、特産品のブラン
ド価値や企業イメージが向上するとともに、産業の活性化につ
ながります。 

☆企業・生産者団体等への効果 

•観光客等の交流人口、移住・定住者、立地企業などが増加する
ことで経済活動の活性化につながります。 

☆全体としての効果 

（２）期待される効果 

 シティプロモーションの取組により、本市に対する市民の愛着や誇りが醸成

されまちづくりへの参画意識が高まる効果があります。 

また、市外の方々には知名度・認知度の向上により関心やあこがれが生まれ、

登米市に「行ってみたい」「住んでみたい」と選ばれるまちとなり、観光客等

の交流人口の拡大や本市の人口減少の主な要因である生産年齢人口（15～64歳）

の減少等に歯止めをかけ、本市の持続的な発展に結びつく効果があります。 

 

図３：シティプロモーションの効果 

 

４ 登米市の認知度・魅力度等の現状 

 

（１）地域ブランド調査2014 

株式会社ブランド総合研究所が実施した「地域ブランド調査 2014」によると、

全国 1,000 市区町村中、本市の認知度は 830 位となっており、魅力度について

は 706 位と、全国的な認知度や魅力度は低い状況となっています。 

さらに、情報接触度についても 849 位と低く、このことが認知度や魅力度の

低さに密接に関係しているといえます。 
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認知度 情報接触度 魅力度 観光意欲度 居住意欲度 

順位 都市名 順位 都市名 順位 都市名 順位 都市名 順位 都市名 

１ 京都市 １ 札幌市 １ 函館市 １ 札幌市 １ 横浜市 

２ 名古屋市 ２ 渋谷区 ２ 札幌市 ２ 函館市 ２ 札幌市 

３ 神戸市 ３ 新宿区 ３ 京都市 ３ 京都市 ３ 京都市 

４ 札幌市 ４ 大阪市 ４ 小樽市 ４ 小樽市 ４ 神戸市 

５ 新宿区 ５ 名古屋市 ５ 横浜市 ５ 出雲市 ５ 鎌倉市 

・ 

25 

 

仙台市 

・ 

11 

 

仙台市 

・ 

22 

 

仙台市 

・ 

30 

 

仙台市 

・ 

30 

 

仙台市 

830 登米市 849 登米市 706 登米市 656 登米市 737 登米市 

 

 

 

 

 

 

 

（２）暮らしやすさ・定住意向の状況 

平成 25 年度に実施したまちづくり市民意向調査（18 歳以上の登米市民 5,000

人を住民基本台帳から無作為抽出により実施）によると、本市での「暮らし」

に対し「暮らしやすい」「まあまあ暮らしやすい」と回答した市民が 77.5％と

なり、８割近い市民が暮らしやすいまちであると回答しています。  

また、本市への定住意向においては、「ずっと住み続けたい」と回答してい

る市民が 68.5％を占めています。 

 

（３）現状から見える課題 

まちづくり市民意向調査の結果からは、本市は市民にとって「暮らしやすい

まち」と認識されており、また、自然や景観、水などの居住環境に恵まれてお

り、定住志向も高いといった調査結果となっています。 

一方、これまでも本市の魅力について各部局毎に様々な情報発信に努めてき

たところであるものの、一貫したイメージが持たれていないことなどから効果

的な情報発信につながっていないことなどが考えられます。 

このようなことから、全国的には認知度や魅力度が低い現状であり、地域資

源を最大限活用し、「登米市といえば〇〇」という強固で一貫したイメージの

明確化を図りながら、露出度の高いシティプロモーションの取組により情報接

触度を高めることが必要です。 

株式会社ブランド総合研究所が、国内 1,000 の市区町村及び 47 都道府県を対象に実施し

た「地域ブランド調査 2014」によるもので、認知度（どの程度ご存知ですか）、情報接触度

など（過去１年間に情報や話題などを聞いたり、見たりしたことはありますか）について、

全国の 20～60歳の消費者 3万 1433 人からインターネットによる回答をもとに点数化し集計

しているものです。 

図４：主要な項目の上位ランキング 
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１ 魅力づくりと魅力発信 

本市がこれまで以上に活気に溢れたまちとして持続的に発展していくために

は、市民が「住み続けたい」「住んで良かった」と思えるなど、また、市外の

方々からは「行ってみたい」「住んでみたい」と思われることが必要です。 

このことから、市内外から本市が選ばれるまちとなるため、魅力づくりと魅

力発信を基本とし、「地域資源の有効活用」「イメージの明確化」「戦略的な

情報発信」の３つの方向を定め、シティプロモーションの取組を推進します。 

 

（１）地域資源の有効活用  

 本市には、食、自然、文化・歴史など魅力的な地域資源が豊富に存在してい

ることから、これらの地域資源を有効活用するとともに、豊富な地域資源を組

合せるなど工夫しながら魅力を磨き上げ、また、新たな地域資源を掘り起こし

ながら地域の魅力向上に向けた取組みを推進します。 

   

（２）イメージの明確化 

  

 

 

 

 

 

 なお 

 

◆自治体の活用事例  

自治体名 キャッチコピー 備 考 

千 葉 県 流 山 市  父になるなら流山 母になるなら流山  

愛 知 県 豊 橋 市  えぇじゃないか 豊橋  

栃木県宇都宮市  住めば愉快だ 宇都宮  

青 森 県 弘 前 市  いいかも！！ 弘前  

鳥 取 県 鳥 取 市  すごい！鳥取市  

愛 媛 県 松 山 市  いい、加減。まつやま  

 

 

平筒沼ふれあい公園の桜まつり 

  ９ 

第２章 シティプロモーションの基本方向 

 本市の多彩な魅力を一言で表現するキャッチコピー及びロゴマークを制作し

イメージの明確化を図ります。 

本市が取り組むシティプロモーションを分かりやすく馴染みやすいものとす

るための工夫を施すとともに、また、視覚的に印象を与えるクリエイティブデザ

インにより制作し、本市のイメージ戦略のツールとして積極的な活用を図りなが

らイメージの明確化を図ります。 
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（３）戦略的な情報発信 

①多様なメディアの活用 

本市の魅力を効果的に情報発信するためには、多様なメディアを活用し 

効果的に情報発信することが必要です。 

このことから、ターゲット層の特性に合わせたメディアを選定した情報 

発信の推進、テレビ・ラジオ・新聞・WEB等の多様なメディアを効果的に組 

み合せた露出度を高めた情報発信を進めます。 

  また、メディアに対しては効果的な露出を図るため積極的にパブリシテ 

ィ活動を展開します。 

 

②ターゲットの設定 

本市のシティプロモーションの取組は、対外的な情報発信だけでなく、 

市民の本市に対する「愛着や誇りの醸成」に結びつけることを目指すため 

「市内」及び「市外」の両方をターゲット対象とします。 

なお、本市では、年少人口（0～14歳）及び生産年齢人口（15～64歳）が 

年々減少傾向にあることから、将来にわたり持続可能なまちづくりを進め 

るためには、これらの世代の人口を増加させる必要があります。 

こうした本市の状況から、特に若者と子育て世代層をメインターゲット 

としたプロモーションを推進します。 

また、ターゲット層の設定は、ターゲット層以外を対象外とするもので 

はなくターゲット層からの広がりを念頭に取り組みます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７ 



 

１ シティプロモーションの展開方向 

 シティプロモーションの３つの基本方向に基づき、シティプロモーションを

具体的に推進する展開方向を次のとおり位置づけ取り組みます。 

 シティプロモーションの展開方向に掲げるプロジェクトの推進については、

「認知度向上プロジェクト」において、本市のイメージを確立する取組を総合

的に推進するものとし、あわせて各プロジェクトの効果的な推進を図りながら

本市の知名度や認知度の向上に向けたシティプロモーションに取り組みます。 

 

      《シティプロモーションの展開図》 
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《目的》 《基本方向》 《展開方向》 

産業プロジェクト 

移住・定住 

プロジェクト 

観光プロジェクト 

 

 

 イメージの明確化 

地域資源の有効活用 

戦略的な情報発信 

 
 
 
 
 

魅
力
づ
く
り 

 

魅
力
発
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第３章 シティプロモーションの展開 

認知度向上 

プロジェクト 



（１）認知度向上プロジェクト 

  本市の知名度や認知度の向上を図るため、地域資源を有効活用しイメージ 

の明確化を図りながら、メディアへの露出を高めるためパブリシティ活動を 

積極的に推進します。また、首都圏を拠点としたイベント等によるＰＲ活動 

を展開し効果的な情報発信に取り組みます。 

なお、プロジェクトの推進にあっては、市民の愛着や誇りの醸成を高める 

よう広く市民意見が反映される仕掛けを盛り込むなど、認知度向上プロジェ 

クトにより総合的に取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な展開方向》 

 

 

 

 

 

◆市ホームページにおいては、最新情報をリアイルタイムに更新し充実を図 

るとともに、様々な情報を一元化したサイトとリンクさせるなど効果的な 

情報発信を推進します。 

 

◆フェイスブックやYouTubeなど、人から人へとつながるソーシャルメディ 

アを活用した、魅力拡散による情報発信を推進するとともにテレビ、ラ 

ジオなど多様なメディアを効果的に組み合わせながら露出度を高めた情 

報発信に取り組みます。 

 

◆本市の魅力を効果的に伝えるためのクリエイティブコンテンツの制作及 

び特設ＷＥＢサイトなどを魅力的なデザインで構築します。 

魅力情報を発信します。 

  ９ 

◆本市の魅力を具体的に体感していただくプロジェクトを構築し、知名度や 

認知度の向上による交流人口の拡大に向けた取り組みを推進します。 

◆本市のイメージの明確化を図かるため、多彩な魅力を表現するキャッチコ 

ピーやロゴマークを制作し効果的な情報発信に取り組みます。 

◆首都圏におけるイベント等のＰＲ活動やメディア露出を高めるためパブ 

リシティ活動を積極的に推進します。 



（２）観光プロジェクト 

  本市の西側に沿って東北の大動脈である東北自動車道が走り、市東部には 

三陸自動車道が南北に走っているなど、仙台圏へのアクセスが良好であること

やさらにこれらの自動車道を結ぶ、みやぎ県北高速幹線道路の整備が進められ

ており、その一部が本市の西端まで整備開通したことにより、東北新幹線くり

こま高原駅までのアクセスが向上しています。 

これらを活かしながら、新たな地域資源の掘り起しや磨上げを行うととも 

に、観光客へのおもてなし意識の向上や観光案内の充実を図りながら観光プ 

ロジェクトを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な展開方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆道の駅など地域活性化施設を活用した交流人口の拡大を推進します。 

 
◆多様な情報発信のためのＰＲ看板等の活用により、本市の魅力を発信しま 

す。 

◆観光プロモーション動画を様々な媒体で配信し、市内の「食・自然・文化・ 

歴史・イベント」の効果的なＰＲを行います。 

 

◆体験型ツアーなどによる滞在型観光を推進し、交流人口の増加を図りま 

す。 

◆首都圏や仙台圏を中心とした観光情報の発信を強化するとともに、観光ア

ンバサダーを登用し積極的な情報発信を行います。 
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（３）産業プロジェクト 

  企業誘致の推進や本市の豊かな農産物などの地域資源を活かした起業・創 

業・６次産業化への取組を推進するとともに、また、ふるさと応援寄附金制 

度の充実を図りながら豊かな産地の魅力を発信し、知名度や認知度の向上を 

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な展開方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆首都圏や仙台圏などの消費地における商談会やフェアへの参加等を通じ

た知名度や認知度の向上を図ります。 

 

◆空き店舗を活用した事業支援を推進します。 

 
◆農業研修者、体験者等への支援を行うとともに、中学生や高校生を対象に、 

起業・創業に関わる一連のプロセス体験支援を行います。 

 

◆みやぎ登米産仙台牛や仙台黒毛和牛などの生産を推進し、知名度・認知度

の向上を図ります。 

 

◆豊かな農産物などの地域資源を活かした起業・創業を支援し、新たなビジ

ネスや雇用創出を促進します。 
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◆登米市の豊かな産地の魅力を伝えるＰＲ動画等により積極的な情報発信

を行います。 

 



（４）移住・定住プロジェクト 

  首都圏などからの移住希望者が手軽に情報を収集できる体制を整備すると 

ともに、体験型ツアーや住環境整備への支援策の創設等により移住・定住プ 

ロジェクトを推進します。 

  あわせて、結婚・妊娠・出産・子育ての各ステージにおいて切れ目ない支 

援について積極的な情報発信を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な展開方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆移住・定住のために市内に住宅を新築・購入または、賃貸する世帯への住

環境支援及び登米市空き家情報バンクを活用した改修支援を推進します。 

 
◆首都圏で開催される移住交流フェア等を活用した移住支援相談会を開催

し、本市での生活支援策の情報提供を推進します。 

 

◆子ども医療費の支援策や児童の生活習慣病予防対策など、切れ目ない子育

て支援策に取り組みます。 

 

◆自治体相互の広域的な連携を含め、若い世代の出会いの場をつくるなど結 

婚を希望する男女への支援を推進します。 

 

◆移住・定住ワンストップ窓口の開設や移住・定住コンシェルジュの設置等

によりきめ細やかな情報提供とサポートができる体制づくりを行います。 

  12 

◆移住・定住に向けた体験型ツアーによる機会を提供し、本市の魅力を体感 

していただく取組を推進します。 

 



 

 

２ 目標指標の設定 

この基本方針の推進による効果を測定するため、次の目標指標を設定し確実

に推進します。 

      基本目標指標 現 状 平成37年度 

「地域ブランド調査」による認知度 （※１） 830位    100位 

※１ 株式会社ブランド総合研究所が実施している「地域ブランド調査」にお 

ける認知度を目標指標とします。 

 

３ 推進体制 

本市の魅力やイメージを市内外に情報発信し、知名度や認知度を向上させる

ためには、組織が一丸となり部局を超えた一体的な連携による情報発信が必要

です。 

このため、職員一人ひとりがそれぞれの立場でシティプロモーションに対す

る意識を高め、登米市のセールスマンであるという自覚をもち、業務はもとよ

り日常生活においても本市の魅力発見及び情報発信に努めます。 

また、シティプロモーションを効果的に推進するためには、市が単独で行う

のではなく、オール登米市によるシティプロモーションの推進が必要不可欠で

あり、市・市民・企業・生産者団体・観光物産協会等と相互に連携した取組に

より、効果的なシティプロモーションを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 
企業 

生産者団体 

観光物産協会 

商工会 

青年会議所等 

オール登米市 

図５ 推進体制イメージ 
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市 

市民 



地域資源の一例 



　　　　　　　　　　　　　　　地域資源の一例

区分 　　　　　地域資源 内容

はっと

　小麦粉に水を加え熟成させて指で薄く延ばした生地を茹
で上げる小麦粉料理で、しょうゆ仕立ての汁で茹で上げた
り、また、あずき、ずんだなどの甘いたれに絡めて食すな
ど、つるつるした舌触りと、もちもちした触感が魅力の郷
土料理です。

伊達の純粋赤豚

　宮城県畜産試験場で系統造成された「しもふりレッド」
を純粋交配した豚を全頭検食し、やわらかさ、霜降り状
態、肉の締り、色をチェックし、これをクリアーしたもの
のみが「伊達の純粋赤豚」となります。自社及び指定農家
によって飼養され、脂肪酸組成のオレイン酸が多く融点が
低いため舌触りが良いのが特徴です。平成16年（2004年）
から香港へ輸出しています。

キャベツ、きゅうりなど
の新鮮野菜など

　登米市はキャベツ・きゅうりが国の指定産地の指定を受
けているほか、にら、なす、にんにく、リンゴなども県内
有数の産地として知られています。安心安全な野菜を消費
者へ届けることを第一に考え、極力化学肥料の使用を抑
え、有機肥料を用いた栄養たっぷりの土壌で生産されてい
ます。また、キャベツ・きゅうり・にらは県内1位の生産
量となっており、なすは、県内2位の生産量となっていま
す。

伊豆沼ハム

　宮城県内で愛情込めて育てられた豚肉を原料としていま
す。加工段階においては、ドイツマイスターの製造技術を
ベースに日本人に合った味付けをし、熟成に時間をかけて
います。

味噌（登穀、名工の技）
　「登穀」は登米産特別栽培大豆、登米産有機米（ひとめ
ぼれ）使用、「名工の技」は登米産特別栽培大豆（タチナ
ガハ）、登米産有機米（ササニシキ）を使用しています。

澤の泉

　昭和35年、地名（中澤）の“澤”と敷地内に湧く泉の
“泉”を組み合わせ「澤乃泉」に商標変更して今日に至っ
ています。純米大吟醸は、地元産米「つや姫」を100％使
い仕込み精米歩合50％、宮城酵母を使用しじっくりと低温
発酵させ、とてもふくらみのあるお酒になっております。
（自社井戸水を使用しています。）

環境保全米

　未来の子供たちに豊かな環境を引き継ぐため自然との共
存を意識した環境保全型農業を市全体で取り組んでいま
す。登米市産「ひとめぼれ」は財団法人日本穀物検定協会
の食味ランキングでは最高の特Ａを平成16年から連続で受
賞しており、登米市は国内屈指の良食味米産地です。

みやぎ登米産「仙台牛」

　本市で生産される黒毛和牛は、年間約5,000頭が出荷さ
れ全国屈指の肉用牛生産高を誇っており、登米市は全国有
数の銘柄牛の産地です。
また、仙台牛の約４割を占めるのがみやぎ登米産となって
います。

油麩丼

　小麦のタンパク質成分「グルテン」を練って熟成させ、
植物性油で揚げて作る全国でも珍しい「揚げ麩」をかつ丼
のように卵でとじ、登米市産のご飯にのせたどんぶりで
す。食べた瞬間に、「じゅわっ」と口の中に広がるだし汁
のうまみが、Ｂ級グルメ、ご当地グルメとして人気を集め
ています。食 



区分 　　　　　地域資源 内容

マガン・ヒシクイ・ハク
チョウ

　本市は国際的にも重要な渡り鳥の飛来地で、冬にはたく
さんの渡り鳥が越冬し、特にマガンは日本に渡ってくる８
割が飛来します。

北上川
　岩手県と宮城県を流れる一級河川で流路延長249ｋｍ、
流域面積10,150ｋ㎡東北最大であり、全国でも４番目に入
る河川です。

源氏ボタルの里(東和）
　鱒淵川に群生する源氏ボタルは、国指定の天然記念物で
あり、６月下旬～７月上旬にかけて幻想的に乱舞する姿は
必見です。

イヌワシの生息地翁倉
山（津山）

　国の天然記念物「イヌワシ」の生息地で知られ、宮城県
の自然環境保全地域に指定されています。

登米ふれあいの森
（登米）

　

笑沢自然公園（豊里）
　豊里町を一望できる高台には低木の桜300本、大粒の実
をつける栗林等の公園が整備され、みやぎ新観光名所百選
の一つとして人気です。

みなみかた花菖蒲の郷公
園（南方）

　約５ヘクタールにも及ぶ回遊式大庭園で、250種60万本
の見事な花菖蒲が見事です。

平筒沼ふれあい公園
（米山）

　四方を自然林に囲まれ、春は桜、夏はスイレンと紅色が
美しいハス、秋には紅葉、冬にはハクチョウなどの渡り鳥
が飛来する風情豊かな公園です。

長沼フートピア公園

　・キャンプ場
（迫）

　小さい子供達の水遊び場として最適です。グループから
ファミリーまでキャンプや芋煮会などで楽しめる公園で
す。

　オランダ風車をはじめ、チューリップ園や長大なロー
ラーすべり台、キャンプ場などがあり、家族で遊べるス
ケールの大きな公園です。

　夏のキャンプや秋の芋煮会などにぴったりの大嶽山ふも
とにある多目的な憩いスポットです。

　ハクチョウやガンをはじめとする渡り鳥の楽園であり、
夏は湖面いっぱいにハスが咲き見事は風景となっていま
す。

ラムサール条約登録湿地
伊豆沼・内沼

　宮城県初の森林セラピー基地に認定された公園です。柔
らかな土の感触や木立の葉が風に揺れる音など、日常では
味わえない新鮮な驚きがいっぱいです。

三滝堂ふれあい公園
（東和）

大嶽山交流広場
（南方）

自 
然 

見
る
・ 
遊
ぶ
・
体
験 



区分 　　　　　地域資源 内容

長沼漕艇場（迫）
 迫町の中央部に位置する周囲約24ｋｍの県内最大の湖沼
です。長沼漕艇場は、国際レースも可能な全国でも有数の
漕艇場です。

東北風土マラソン＆
フェスティバル（迫）

県内最大の長沼や田んぼを臨む風景を眺めながら走る東北
風土マラソンと「食」をテーマとしたイベントとして「う
めえもん市」、「復興軽トラ市」、油麩丼」セットなど登
米市の特産品が当たるスタンプラリーを実施し、特産品を
ＰＲしています。

カッパマラソン（登米)

　北上川の自然と共に走ろう!!をテーマに、雄大な北上川
沿いの日本陸上競技連盟公認コースは眺めの良いコース
で、記録が出やすいと好評となっている大会です。「とよ
ま産業まつり・地場産品まつり」も同時開催しています。

日本一はっとフェス
ティバル（迫）

「油麩入りはっと」をはじめ「あずきはっと」や「海鮮
はっと」など、多彩な「はっと」による本市の魅力をＰＲ
しています。

チャチャワールド

いしこし（石越）

水沢県庁記念館
（登米）

　市指定文化財建造物です。明治初期、現在の岩手県南部
と宮城県北部で水沢県となり、そのとき（明治５年）の県
庁舎です。

春蘭亭（登米）
　春蘭亭は、400年以上前の武家屋敷です。春蘭亭の名
は、春蘭の花を加工した「春蘭茶」を提供したことから名
づけられた武家屋敷です。

森舞台（登米）

（伝統芸能伝承館）

歴史博物館（迫）
　鹿ヶ城公園にある博物館です。幕藩体制時代の佐沼郷の
武家と民衆の暮らしをテーマに展示されています。佐沼
は、仙台米の重要な流通拠点として栄えました。

　登米伊達家・寺池城の一角にある建物で伊達氏に縁の
刀、工芸品、絵、書などが展示されています。

登米懐古館（登米）

　とよま能の伝承を目的にした能舞台で、平成９年に建築
学会賞を受賞しています。竹林と楓などに囲まれ、登米薪
能の原点にたち返った舞台として注目されています。（毎
年9月に開催）

 緑と花がたくさんのチャチャワールドは、ピクニック広
場やアスレチック遊具、レーシングサーキット、ボート遊
びなど自然の中で大人から子供まで楽しめます。
敷地内には、あじさい園やつつじ園、桜並木などがあり季
節ごとに訪れる人を楽しませてくれます。

　国指定重要文化財建造物で、明治中期の小学校（旧登米
高等尋常小学校）です。素木づくり・コの字型・外廊下で
国の重要文化財は、日本で唯一のものです。

　明治22年に建てられ、昭和43年まで登米警察署として使
われていた全国でも珍しい資料館です。擬洋風建築として
極めて貴重な文化遺産です。

教育資料館（登米）

登米警察資料館
（登米）

文
化
・
歴
史 



区分 　　　　　地域資源 内容

不老仙館（東和）
　書院造りの建物には武者隠しの部屋があるほか、著名人
の書画や骨董品などが展示されています。日本庭園には、
茶室や句碑があります。（市指定文化財建造物）

石ノ森章太郎記念館
（中田）

「仮面ライダー」「サイボーグ００９」など数々の名作を
世に送り出した漫画家石ノ森氏の作品、宝物、愛用品が展
示されています。
また、記念館の近くの石ノ森氏が幼少時代に過ごした生家
には、幼少時代の落書きや高校卒業まで使用した机などが
展示されています。

サトル・サトウ・アー
ト・ミュージアム
（中田）

　登米市出身の造形作家佐藤達氏のミュージアムです。絵
画やレリーフ、版画、彫刻等が展示され、現代アートの魅
力を身近に感じることができます。

高倉勝子美術館
（登米）

　登米市出身の日本画家高倉勝子さんの作品を展示してい
ます。日本画や水墨画など、幅広い内容の芸術鑑賞を味わ
えます。

柳津虚空蔵尊（津山）
　日本三大虚空蔵尊の一つであり、奥州届指の霊山・霊場
の祈願寺として多くの信仰を集めています。

横山不動尊・木造不動
明王坐像（津山）

　日本三大不動尊であり、弘法大師作と伝わる木造不動明
王坐像があります。(国指定重要文化財)この一帯は、南三
陸金華山国定公園に指定されているほか、池に生息するウ
グイは、国の天然記念物に指定されております。

平筒沼農村文化自然学
習館（豊里）

　平筒沼のほとりの高台にあり、昔の農具や生活民具、い
ろり端、県指定有形民俗文化財のカマ神さま等が展示され
ています。
また、テラスからは、平筒沼が一望でき、２階から双眼鏡
で野鳥や水生植物の観察、四季の景観も楽しむことができ
ます。

海無沢の三経塚
（東和）

　江戸幕府はキリスト教を異教とし、享保年間に伊達藩の
役人によって信者たちは捕らえられ処刑され遺体は、経文
とともに３カ所に埋められたと伝えられています。海無沢
三経塚で、川石を積んだ直径６ｍの塚の上には十字架が殉
教者の霊をいたわるように立っています。
また、日本における最北の殉教地として、全国から巡礼の
人々が訪れる貴重な観光資源となっています。
（市指定文化財建造物）

華足寺（東和）

　800年ころ、坂上田村麻呂によって建立されたと伝えら
れ、山門は1799年に伊達9代藩主周宗公の祈願により造ら
れたものです。また、奥州霊場三十三ヶ所第十五番札所と
しても有名です。（県指定文化財建造物）

香林寺山門（豊里）
　室町時代の後期、天文９年（1540年）に葛西氏の支館
「月輪館」の東門として建築されたもので、県内では２番
目に古い木造建造物です。（県指定文化財建造物）

弥勒寺（中田）

　白鳳５年に修験道の行者が天下泰平と五穀豊穣を願って
建立し、弘仁年間に弘法大師が弥勒尊の大法を修した寺と
伝えられています。日本三弥勒尊の一つと言われていま
す。

文
化
・
歴
史 



区分 　　　　　地域資源 内容

六角堂（南方）
　明治17年に建築され、六角形の青い屋根に二階建ての土
蔵造りで仏堂に洋風の建築様式が加えられた斬新な建築物
です。（興福寺境内内、市指定文化財建造物）

伊達小次郎君の墓
(津山）

  仙台藩祖伊達政宗の実弟の墓です。小次郎を後継者とし
て支持し、陰謀を企てた母の身代わりとなって13歳の時に
政宗に手打ちにされたと言われています。

昌学寺（石越）
　古建築学者から高く評価される市指定文化財の「鐘桜
門」と、樹齢約400年の不老桜と呼ばれるシダレザクラが
有名です。

「もっこりニラ」などの新鮮な野菜はもちろん、サクラン
ボやブルーベリー、桃、ぶどう、リンゴと一年を通じて果
物が豊富です。
また、地元の食材をふんだんに使ったメニューを提供する
バイキングレストランもおすすめです。

　登米町の中心部にあり、みやぎの明治村の観光拠点。観
光案内・物産直売・休憩所・食事処などの機能を備えた総
合施設です。観光案内所では、５つの歴史資料館共通観覧
券の販売や各観光スポットの紹介、観光ガイド受付けなど
ができます。

　地元木材を使用して建てられ、ホッと和ましてくれる空
間が広がります。里山の味を堪能できるレストラン森の茶
屋や立食いコーナー、特産品や工芸品の販売コーナー、東
和産の新鮮な野菜を販売する産地直売コーナーがありま
す。

　工芸の里・津山のシンボルでもあり、木のお城の様なユ
ニークなデザインとなっています。木工品が展示されてい
るもくもくハウスや新鮮な農林産物が購入できる産直とき
めき野菜などがあります。農村公園には親子連れに人気の
大型木製遊具もあります。

　長沼フートピア公園内にあり、季節毎に地元産の旬な食
材を提供しています。手作りの梅干しや漬物、登米市迫町
産のハチミツも人気商品です。
また、オリジナルの手工芸品も数多く揃えています。

道の駅「米山」
あぐりパーク（米山）

道の駅「林林館」
森の茶屋（東和）

道の駅「みなみかた」
もっこりの里（南方）

道の駅「津山」
もくもくランド（津山）

ふるさと物産館（迫）

遠山の里（登米）

　宮城県内で7番目にオープンした道の駅で新鮮な野菜や
お米、生花や加工品コーナーレストランなどがあります。
登米市米山産のイチゴソフトクリームは、人気の商品と
なっています。
また、予約制でパン、クッキー作り体験、そば打ち体験、
染物体験ができます。

　大嶽山興福寺の観音堂外壁に刻まれている色鮮やかな彫
り物は、中国の親孝行の物語で、親を大切にする心を教え
ています。（市指定文化財建造物）

興福寺観音堂壁画
二十四孝物語（南方）

道
の
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区分 　　　　　地域資源 内容

産直なかだ愛菜館
（中田）

　朝取りの新鮮な野菜をはじめとした地元の米、果物、花
などの農産物や隣接する加工所で造られるもち、パンなど
の加工品が販売されています。食事コーナー、こめっこ亭
では、地元の米を使ったおにぎりや名物料理のはっとが食
べられます。

４月 ◆佐沼桜まつり（迫・鹿ヶ城公園）

◆みなみかた千本桜まつり（南方）

◆平筒沼桜まつり（米山・豊里　平筒沼ふれあい公園）

◆柳津虚空蔵尊春季大祭（津山・柳津虚空蔵尊）

◆横山不動尊春季大祭（津山・横山不動尊）

◆とよま茶会（登米・教育資料館）

◆東北風土マラソン＆フェスティバル（迫・長沼）

５月 ◆米山チューリップまつり（米山・道の駅よねやま隣）

６月 ◆キリシタンの里まつり（東和・綱木農村公園）

◆登米芭蕉俳句大会（登米・登米公民館）

◆みなみかた花菖蒲まつり（南方・花菖蒲の郷公園）

◆ゲンジボタル鑑賞（東和・軽米地区）

７月 ◆チャチャワールドあじさい鑑賞（石越・チャチャワール

　ドいしこし）

◆河北レガッタ（迫・長沼漕艇場）

◆佐沼夏祭り（迫・佐沼）

８月 ◆とよま明治村夏まつり（登米・総合体育館）

◆伊豆沼・内沼はすまつり（迫・伊豆沼）

◆長沼はすまつり（迫・長沼）

◆ふるさとＩＮ花火長沼（迫・長沼）

　登米市の南の玄関口に位置する「産直がんばる館」は、
特産品や工芸品などが数多く展示販売されており、ＪＲ気
仙沼線「陸前豊里駅」の駅舎にもなっています。

産直がんばる館
（豊里）
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区分 　　　　　地域資源 内容

◆ＹＯＳＡＫＯＩ＆ねぷたinとよさと（豊里・駅前通り）

◆もっこり牛まつり（南方・総合運動公園）

◆弥勒尊大祭（中田・弥勒寺）

◆風追い祭り（米山・桜岡地区）

◆石ノ森章太郎ふるさと記念館夏祭り

９月 ◆長沼レガッタ（迫・長沼漕艇場）

◆上沼八幡神社例祭（中田・八幡神社）

◆登米薪能（登米・森舞台）

◆登米秋祭り（登米・町内一円）

◆綱木之里大名行列（東和・米川地区）

１０月 ◆登米市産業フェスティバル

◆まめからさん祭り（豊里・稲荷神社）

◆柳津虚空蔵尊秋季大祭（津山・柳津虚空蔵尊）

◆はっと屋台村（登米・遠山之里）

◆佐沼秋のフリーマーケット（迫・中江中央公園）

◆横山不動尊秋季大祭（津山・横山不動尊）

◆つやまもくもく秋祭り（津山・もくもくランド）

◆ふるさとよねやま秋まつり（米山・総合支所）

１１月 ◆東和秋まつり（東和・道の駅林林館周辺）

◆まるごといしこしまつり（石越・チャチャワールド

　いしこし）

◆なかだの秋まつり（中田・総合支所）

◆奥州森邑十三講秋まつり（迫・森公民館）

◆とよま産業まつり（登米・登米総合体育館）

◆カッパハーフマラソン（登米総合体育館）
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区分 　　　　　地域資源 内容

◆みやぎ長持唄全国大会（南方・環境改善センター）

１２月 ◆日本一はっとフェスティバル（迫・中江中央公園）

◆石ノ森章太郎ふるさと記念館光のページェント（中田・

　石ノ森章太郎ふるさと記念館）

◆もくもくランドライトアップ（津山・もくもくランド）

◆豊里駅前冬の蛍通り（豊里・ＪＲ陸前豊里駅周辺）

１月 ◆どんと祭（迫・津島神社）

◆石越冬のまつり（石越・石越総合運動公園）

２月 ◆米川の水かぶり（東和・米川地区）

◆とよま凧あげ大会（登米・北上川堤防）

３月 ◆はっと屋台村（登米・遠山之里）

☆地域資源の組合せによる魅力の磨上げ 

  本市に存在する豊富な地域資源は、一つひとつにそれぞれの魅力があり、更なる
魅力を高めるため、資源と資源を組合せるなどの磨上げを行いながら、本市独自の
個性としてその価値を高めた取り組みを推進します。 

  ～食（市内産フード等）× 自然（長沼）～ 
 東北風土マラソン＆フェスティバル開催 


